
 

 

 

１ 本校の現状 

（１）４年生以上を対象に全員参加で活動している。 

  ＜男子＞ソフトボール部  ＜女子＞バレーボール部 

  ＜男女＞陸上部兼水泳部、文化部 

  ※水泳部は現在の６年生まで活動を行う。令和５年度より、入部の募集を行っていない。 

（２）2016 年度以降、児童数が 3 桁を数えるようになり、2021 年度（令和 3 年度）は 192

名、2022 年度（令和 4 年度）は、182 名に及んだため、１つの部活が抱える児童数が

多くなっている。あわせて、所属人数に偏りがみられるようになってきた。特に、令

和３年度は水泳部兼陸上部の人数が過多になっている。 

（３）地域のクラブチーム（サッカー、ソフト、野球、バレーなど）に所属している児童も少

数いるが、クラブの活動がないときは、学校の部活動に積極的に参加している。 

 

２ 本校の課題 

（１）部活動の数が少なく、児童の選択肢が２つに限られていること。ただ、今後、児童の

減少期に入ることが見込まれるため、部活動を単純に増やすことに難しさがある。再

編方法について議論する必要がある。 

（２）決められた時間のなかで、効率よく技術を向上させたり、チームワークを育てたりす

る専門性、指導性を、教員が身に付ける必要がある。 

（３）所属人数の偏り、過多をなくす観点から、部活動の全員参加性を維持するか、自由参

加性にするかを検討する必要があること。 

 

３ 活動の実際 

（１）部活動運営について 

 ・顧問は、部活動中の安全・安心に努める。 

 ・学校は、適切な部活動運営を行うため、部活動顧問を越えた児童の情報交換を積極的に

行う。 

 ・教育診断アンケートや学校評議員、PTA 役員の声をもとに、部活動の運営方法をよりよ

い方向に軌道修正する。 

（２）部活動の実際について 

  ◎ 部活動の休止時期及び下校開始時刻を以下のように定める。 

   ＊11 月、12 月、１月は原則、部活動を行わない。10 月は、競技ごとの大会が終了する

まで行い、それ以降は原則、部活動を行わない。 



   ＊部活動を終えて下校を開始する時刻を以下のように定める。 

      ・４月～10 月：16:40   ・２月：16:10  ・３月：16:20 

  ❶ 平日 

   ・活動日は、原則、火、水、金の３日とする。 

   ・活動時間は、１時間程度とする。 

  ❷ 休日（週休日及び祝日） 

   ・活動時間は３時間以内とし、長時間（終日）練習はしない。 

   ・土曜日の練習は月に２回までとする（11 月～１月は土曜日の活動も行わない）。 

・日曜日、祝日は原則「休業日」とする。 

  ❸ 長期休業中 

   ・土日については、原則、部活動を行わない。 

   ・活動時間は３時間以内とし、長時間（終日）練習はしない。 

  ※中小体連主催大会の１か月前は、練習日についての検討を可とする。 

 

４ その他 

（１）保護者及び地域との連携 

・ 保護者からの理解を得るために、指導方針や活動計画を保護者に周知する。 

（２）安全の確保と緊急時の対応 

・ 熱中症を予防するために、休憩時間や給水タイムを確保し、児童の健康管理を徹底

する。 

・ 暑さ指数（WBGT）が 31 以上に達した場合、運動を休止する。その場合、ミーティ

ングを行ったり、日陰で激しくない活動等を行ったりする。 

・ 緊急の事態や事故に対応できるように、複数の顧問で指導にあたり、顧問不在のも

とでは活動しない。 


